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SIP自動運転における国際連携

情報発信の強化と成果検証目的 ②

内閣府は2014年度から「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）／自動走行」事業において、交通事故の低減や交通渋滞の緩和、地方部等に
おける高齢者などの交通制約者の移動手段の確保、といった社会課題の解決を推進しています。また、2018年度から開始したSIP第2期では、自動
運転を高速道路から一般道へ拡張した実用化をめざしています。
この研究開発の柱として、Ⅰ) 自動運転システムの開発・検証（実証実験），Ⅱ) 自動運転実用化に向けた基盤技術開発，Ⅲ) 自動運転に対する社会
的受容性の醸成，とならんで、Ⅳ) 国際連携の強化があります。
内閣府の国際連携ワーキンググループでは、二国間・多国間の共同研究を進めていますが、本事業においても、国際連携を強化し、国際標準化を推
進するものとして、「SIP-adus Workshop」を定期的に開催し、国内外専門家の情報交流や共同研究の場を提供しています。

自動運転を社会で実用化するためには、情報発信力を強化し、得られた意見や反応を今後の研究開発の推進に向けて活用することが重要になります。
本事業では、「SIP-adus Workshop」開催後に参加者へのアンケートを実施し、参加者意見の集約・検証結果を、来年度のプログラム編成の参考
として提供しています。また、SIP-adus ウェブサイトからの情報発信を積極的に行っており、「SIP-adus Workshop」 開催内容や、SIP-adusが
推進する研究開発の報告書、SIP-adusに関連して開催したイベントの報告、東京臨海部で行っている大規模実証実験の情報等をタイムリーに更新し
ています。さらに、年間を通じてウェブサイトの参照分析を行い、ウェブサイトからの情報発信の効果測定を行っています。

目的 ①

１．事業の目的



©Congrès Inc. 44

本年度のSIP-adus Workshop は、2021年11月9日（火）から10日（水）の間、オンライン会議にて実施いたしました。

Plenary Sessionとして、日米欧の政府代表からの自動運転政策に関するスピーチとともに、国際標準の重点5テーマ（Field Operational Tests、Human Factors、

Dynamic Map、Connected Vehicles、Safety Assurance、Cybersecurity）のセッション（ただし、FOTsはService & Business ImplementationとしてHuman Factorsと

ジョイントセッションの形で実施）に加え、欧米等の各地域での取組を議論するRegional Activities、自動運転に係る社会経済インパクトについての議論をする

Impact Assessment、日本政府の関係省庁の取組について情報共有するJapanese Governmentの合計８セッションを実施しました。

各セッションテーマの分科会（Breakout Workshop）は、Plenary Sessionの開催日程に前後する形で、セッションごとのテーマ別リーダーの意向に沿って個別に開

催されました。

これまで継続的に開催してきた実績によって、SIP-adus Workshopは、自動運転に係る国際会議として定着し、日本のプレゼンス向上に貢献しています。さらに、海

外の自動運転プロジェクトに関する情報収集および人的ネットワークの構築の機会になっています。

a. 総括

概要

SIP-adus Workshop 2021 開催の成果

プログラム

２．SIP-adus Workshop2021の開催
2-1 ．開催の概要
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11月9日（火）、11月10日（水）には、日米欧の政府代表からの自動運転政策に関するスピーチとともに、SIP自動運転の8つの重点テーマについて、国内外の専門

家からの発表をオンラインにて実施いたしました。発表は全て事前に収録したものを配信、海外との時差も考慮し、日本時間以外に、欧州時間(CET)、米国時間

(EST)にあわせ、1日3回配信いたしました。また、会期終了後、参加者からの要望もあり、Plenary Session全てのプログラムを、2021年12月10日から2022年1月

5日まで、オンデマンド配信を実施しました。すべての発表資料は、SIP-adusのウェブサイト上で公開しています。

b. Plenary Session

「講演者情報」・「プログラム」ボタンをクリックすると
SIP-adusウェブサイト「詳細プログラム」にリンク

SIP-adusウェブサイト掲載の資料一覧を表示

言語選択

「講演者情報」ボタンをクリックすると
SIP-adusウェブサイト「詳細プログラム」にリンク

「発表資料」ボタンをクリックすると
SIP-adusウェブサイト掲載の資料一覧を表示

「視聴」ボタンをクリックすると配信画面にリンク

２．SIP-adus Workshop2021の開催
2-1 ．開催の概要

オンライン配信画面 オンデマンド配信画面
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Plenary Sessionの開催日程に前後する形で、オンライン形式で個別に開催されました。

Human FactorsとConnected Vehiclesは、一般参加者の視聴も可能とし、質問も受け付け、活発な議論が生まれました。

c. Breakout Workshop

Human Factors：参加者数 87名 Connected Vehicles：参加者数 135名

２．SIP-adus Workshop2021の開催
2-1 ．開催の概要

 一般公開あり

Human Factors 10月29日 23:00-25:00（日本時間）

Connected Vehicles 11月8日 23:00-25:00（日本時間）

 一般公開なし

Impact Assessment

Service and Business Implementation / FOTs

Dynamic Map

Safety Assurance [Virtual Testing] [EU HEADSTART - JP White Paper consolidation]

Cybersecurity
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例年ポスター展示をしていた内閣府・省庁の取り組みは、内閣府・各省庁でスライドを作成しPlenary Sessionの合間に配信しました。

d. 各省庁の取り組み

２．SIP-adus Workshop2021の開催
2-1 ．開催の概要
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２．SIP-adus Workshop2021の開催
2-1 ．開催の概要
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SIP-adus Workshop 2021 開催に際し、参加者および講演者へのアンケートを実施しました。

SIP-adus Workshop 2021について、参加者、講演者ともほぼ全員が来年も参加の意向を示したことから、開催意義は大きかったことが認められます。

SIP-adus Workshop全体に対する評価としては、参加者の41％、講演者の36％が5段階評価で最高評価を示しました。総じて、最新動向の収集について評価を

得られたものの、参加者同士のネットワーキングについては要望も寄せられました。来年度以降の開催にあたっては、現地開催同様、ディスカッション機会の場を提

供することが期待されます。

アンケート・視聴状況にもとづいた成果の検証

今回の参加登録者数（オンデマンド配信期間含む）は、1,785名でし

た。前日の11/8までに1,542名の登録があり、開催期間中の11/9－

10で144名の登録がありました。

登録者数（人）

英語チャネルでは、2回目、3回目の配信で合計144名の視聴があり、

欧州・米国向けの配信によって参加者が増えたことが分かります。日

本語チャネルでも、2回目、3回目の合計で300名の視聴があり、日

本人視聴者にとっても夕方・夜間の配信にニーズがあったと推察でき

ます。

全体
Opening+
Regional
Activities

Impact
Assessment

SBI/FOTs+
Human
Factors

Japanese
Government

Dynamic
Map

Connected
Vehicles

Safety
Assurance

Cyber-
security

Closing

日 778 504 306 307 271 376 330 254 209 24

英 119 47 27 21 42 36 35 27 30 5

計 897 551 333 328 313 412 365 281 239 29

日 244 115 53 44 32 71 52 47 28 3

英 99 47 23 31 14 28 23 19 12 3

計 343 162 76 75 46 99 75 66 40 6

日 56 10 5 7 17 16 6 8 17 2

英 45 20 6 9 5 15 12 14 7 0

計 101 30 11 16 22 31 18 22 24 2

日 1,078 629 364 358 320 463 388 309 254 29

英 263 114 56 61 61 79 70 60 49 8

計 1,341 743 420 419 381 542 458 369 303 37

1,075 659 390 404 344 488 428 339 276 37視聴者数

配信回目
言語

1回目
配信

2回目
配信

3回目
配信

合計

一般視聴者数（人）

２．SIP-adus Workshop2021の開催
2-2 ．成果の検証

参加登録者数の推移

セッション／配信回目・言語別 一般視聴者数
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参加者には、配信画面上に表示されるリンクよりオンラインアンケート回答フォームにアクセス

いただきました。また、Workshop 終了後にも、数回に分けてアンケートへの回答依頼を配信

しました。回収率は、参加者対象アンケート：22%、講演者対象アンケート：51%であり、本年

度同様にオンライン方式でアンケートを実施した昨年度と比較すると回収率は上昇しました

が、回収率をさらに上げるべく、アンケートを回答した方にインセンティブを付与する等の方策

が引き続きの検討課題となっています。

参加者がSIP-adus Workshop 2021を知ったきっかけは、「SIP-adus Workshop運営

事務局からのメール」が最も多く、昨年度のWorkshop参加者に運営事務局から広報

メールを複数回お送りしたことが有効な広報手段であったことが分かります。また、本年

度は、日刊自動車新聞社への積極的な働きかけや、米国フロリダ州経済開発局との連

携、自動運転関連団体等との連携により、さまざまな団体よりメールマガジンを発出し

た効果もあったと考えられます。なお、ITS World Congressは、当該年度ではコロナ禍

によりドイツの入国制限や内閣府からの説明員が派遣できなかったこともあり、十分な

周知活動をするに至らず、結果的に現地会場の展示でWorkshopを認知したと回答し

た参加者はいませんでした。

アンケート回答率

参加者の認知経路

２．SIP-adus Workshop2021の開催
2-2 ．成果の検証
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年代別では、参加者は50代、講演者は60代をピークに、40代から60代の参加

者が大半を占めています。一方、講演者は50代より40代が多くなったが、昨年

度に比べて30代の比率が減少しました。

職業別では、参加者について会社員が全体の7割を占めています。

２．SIP-adus Workshop2021の開催
2-2 ．成果の検証

参加者の属性

年代別

職業別

年代別参加割合（講演者）

(n=29）

年代別参加割合（一般参加者）

(n=236）

職業別割合（講演者）

(n=29）

職業別割合（一般参加者）

(n=236）
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講演者の継続参加率は例年ほぼ横ばいであるものの、参加者

の46%は継続参加者ではなく、本年度からの新規参加者でし

た。

参加者・講演者とも90％超が来年も参加意向を示しており、コロ

ナ禍でオンライン形式となっても開催した意義が大きかったこと

が認められます。

なお、講演者に関して、参加したくない回答した方も、録画配信

やオンライン開催形式でなければ、参加したいという意向でした。

２．SIP-adus Workshop2021の開催
2-2 ．成果の検証

参加状況

継続参加状況

来年の参加意向 講演者 一般参加者

継続参加者の割合 2021年度 継続参加者の過去の参加状況
（単位：人）
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講演者全体の75％以上が対面形式での現地参加を希望しているの

に対し、一般参加者の63％はオンライン形式での参加を希望しまし

た。開催形式に対する、講演者と一般参加者での意識の差が認めら

れます。

今回のオンライン視聴に関しては、参加者の90％が特に問題なしと

回答しており、参加者がオンライン形式での参加を望む理由は、オン

ライン視聴システム以外にあると考えられます。

・ スムースに視聴でき、全体的に満足（参加者 計20名回答）

・ 来年以降もオンライン開催が良い（参加者 計13名回答）

・ オンライン開催は参加しやすく、良かった（参加者 計9名回答）

・ 見逃したセッションも視聴できるため、会期後のオンデマンド配信があるのは良い（参加者 計8名回答）

・ 任意の時間に動画を視聴できる、オンデマンド形式での配信の方がより良かった（参加者 計8名回答）

・ オンライン開催はインタラクティブ性がなく、直接質問もできないため物足りなさを感じた（参加者 計4名回答）

・ プログラムの時間が長いため、集中しづらく、また体力的にもハードだった（参加者 計2名回答）

２．SIP-adus Workshop2021の開催
2-2 ．成果の検証

参加形態、オンライン視聴についての評価
来年ハイブリッド開催の場合の参加形態 オンライン視聴

オンライン配信に関する参加者からのコメント（抜粋）

評価された点

検討すべき点
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ワークショップ全体に対して高評価（1～5段階評価で最も高い評価：5と回答した人数／当該

質問項目の有効回答者数合計）を示した割合は、参加者で41%、講演者で36%となり、参加者

の方が高い評価を示した割合が多くなりました。講演者については、昨年度より高評価を示した

割合が20ポイント減少しており、オンライン形式での開催が昨年度に引き続き2年目となり、講

演者がWorkshopに求めるものが変容していると考えられます。

プログラム構成への評価としては、とても満足、やや満足と回答した参加者が全体の84％であ

り、プログラムについては高評価を得ていることが分かります。

一方で、一部意見として、昨年度同様欧米だけでなく中国の取り組みを取り上げてほしかったと

いう意見も寄せられました。

全体評価 Workshop全体に対する最高評価の割合

プログラムへの評価 プログラム構成に関する満足度（参加者） (n=236）

２．SIP-adus Workshop2021の開催
2-2 ．成果の検証
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参加者については、どのセッションに対しても40％以上が最高評価を示しました。

日本政府の取り組み（Japanese Government）について、講演者と参加者の評価に大幅な差があり、参加者はとても満足～普通と回答する割合が高かったものの、講演

者では不満の回答も多くみられました。また、今回合同セッションとして開催した、Service and Business Implementation / FOTs、Human Factorsのセッションでは、参加

者の満足度が高く、合同セッションとして開催したことに効果があったと認められます。

・ 非常に良く構成されており、良い講演だった（参加者・講演者 計8名回答）

・ SIPや社会実装等の現在の取り組み状況を良く理解できた（参加者 計5名回答）

・ 国内・海外の最新研究の動向が理解でき大変有益だった（参加者・講演者 計5名回答）

・ 表面的な内容が多く、もう少し具体的な内容について詳しく聞きたかった（参加者 計5名回答）

・ 中国からの講演が少ない印象があった（参加者 計2名回答）

・ 参加者の反応や評価を知りたい、またインタラクティブ性があると良かった（講演者 計2名回答）

講演者からの評価 参加者からの評価

２．SIP-adus Workshop2021の開催
2-2 ．成果の検証

プログラム構成に関する全体的な評価

プログラムに関するコメント（抜粋）

評価された点

検討すべき点
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講演者について、会期前に講演動画の収録を講演者ごとに実施しました。講演者全体の75％以上が、運営事務局からの事前収録の説明・案内にとても満足、やや満

足と回答しました。また、完成した動画のクオリティに関しても、全体の70％以上がとても満足、やや満足と回答しました。

２．SIP-adus Workshop2021の開催
2-2 ．成果の検証

収録・動画に関する評価

事前収録の説明・案内

(n=29）

完成した動画のクオリティ
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Breakout Workshop全体への満足度に対して高評価（とても満足、満足）を示したパネリストは全体の97％おり、残り3%も普通と回答しており、高い満足度となりました。

２．SIP-adus Workshop2021の開催
2-2 ．成果の検証

 Breakout Workshopに対する評価／パネリストへのアンケート回答結果

満足度 ウェブサイトや事務局の事前情報 参加方法と案内

来年のBreakout Workshopへの参加意向 来年のBreakout Workshop開催形態
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・ よいディスカッションができた（計6名回答）

・ とても良く構成されていた（計4名回答）

・ 同時通訳があり、相互理解が深まった（計4名回答）

・ 各分野の専門家であるパネリストを一つの方向にまとめることに、少し難しさを感じた（計1名回答）

・ 時間がとても限られており、十分な意見交換ができなかった（計1名回答）

・ より深いディスカッションができるため、現地開催を希望する（計5名回答）

・ 各国の進捗状況を確認するためにも継続的な出席が必要と考えている（計1名回答）

・ 主要なステークホルダーと重要なトピックについて意見交換ができ、非常な貴重な機会と考えている（計1名回答）

 Breakout Workshopに関するパネリストからのコメント（抜粋）

評価された点

検討すべき点

来年も参加したい理由
参加形態の希望

２．SIP-adus Workshop2021の開催
2-2 ．成果の検証
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本事業では情報発信の強化のためにSIP-adusウェブサイトからの情報発信を積極的に行っています。「ホーム」「SIPとは」「研究開発」「イベント」「実証実験」の各ページ

更新に加えて、2021年度は以下の2点に注力しました。

概要

2019年10月に東京臨海部実証実験を開始して以来、実証実験の実施計画、走行計画等について、実証実験ページ（日本語）の更新を毎月行ってきました。

実証実験ページの定期更新

一般市民に向けた情報発信を強化すべく、SIP café ウェブサイトにSIP-adusウェブサイトへのリンク及びWorkshop開催案内を掲載。SIP-adusウェブサイトには、 SIP café
ウェブサイトに掲載されているイベント等の案内を掲載しました。

 SIP café ウェブサイトとの相互リンク

３．ウェブサイトを通じた情報発信
3-1 ．情報発信の概要
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３．ウェブサイトを通じた情報発信
3-2 ．情報発信の効果検証

イベントページ（英語サイト）で、国際連携の重点テーマのうち、5テーマの情報発信ページを公開しました。

Safety Assuranceページへのアクセス数が最も多く、その他テーマと比較し掲載されている情報量が多

かったためと考えられます。

重点テーマの情報発信 テーマ別ページアクセス数

期間：2021年5月～2022年3月

2021年はWorkshop開催案内メールとは別に、SIP-adusウェブサ

イトの新着情報を案内するニュースレターを配信し、今まではアク

セス数が少ない時期にもウェブサイトへのアクセスがありました。

期間:2021年5月～2022年3月

昨年度と比較し、参加登録開始時に多くのアクセスがあり、また

メール配信に伴いWorkshop開催直前以外の時期にも一定のアク

セスがありました。

期間:2021年9月～2022年3月

ユーザー数の推移

通年

Workshopの前後（日本語サイト）
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日本語サイトも英語サイトも、国別アクセス数は日本、アメリカ、中国、英語サイトは日本を除くと、アメリカ、中国に次いでドイツからのアクセスが多くありました。

英語サイトは日本を除くと、アメリカからのアクセスが最も多くありましたが、Workshopへの参加国ではドイツからの参加者が最も多いため、ウェブサイトへのアクセスが

Workshopへの参加に必ずしも結びついていないと考えられます。ウェブサイトへのアクセスを、Workshopへの参加に繋げるための方策として、各コンテンツのページに

Workshopのページへのリンクや案内を掲載することも今後検討が必要と考えられます。

３．ウェブサイトを通じた情報発信
3-2 ．情報発信の効果検証

国別ユーザー数上位10か国（期間:2021年5月～2022年3月）

日本語サイト 英語サイト

参考：Workshop参加登録者国別内訳

（登録割合上位5か国）
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４．結び

SIP-adus 第2期は2022年に終了となります。SIP-adus Workshopは、これまで8回にわたり継続開催することで、自動運転の国際会議として定着し、国際連携の場と

して発展してきました。また、SIP-adusのウェブサイトも、情報発信のツールとして進化し、より充実した内容と見やすいページが提供されています。

最終年をいっそう有意義にするためには、どのような点に留意すればよいのか、成果と課題を整理します。

 SIP-adus 第2期 成果の創出へ

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、昨年度に引き続きオンライン形式での開催となりましたが、これまでに培ってきた人的ネットワークにより、従来と同等程度

となる、米国運輸省、欧州委員会の高級事務レベルからのキーノートの他、11か国・地域から50名の専門家にご講演いただくことができました。また、海外からの参加

者数は149名、全体の約14％と、昨年度より2%増え、国際性が一層高まったことが示されております。オンラインとなったことで、これまで時差や距離の問題で参加で

きなかった方々に多く参加いただけていることがわかります。今後も潜在的な参加者を獲得するために、新しいWorkshopのかたちとしてオンライン方式を引き続き導入

することが期待されます。またWorkshopに参加する海外からの専門家の参加意欲をあげ、参加による一層の成果を獲得してもらうためにSIP-adus Workshop開催の

機会に、安全性評価、社会経済インパクト評価、サイバーセキュリティ等の分野での個別サイドミーティングを開催するなどして、今後も引き続きの国際連携につながる

活動を継続するこが期待されます。

 SIP-adus Workshopについて

1．国際性の向上

ワークショップ全体に対して高評価（1～5段階評価で最も高い評価：5と回答した人数／当該質問項目の有効回答者数合計）を示した割合は、参加者で41％、講演

者で36％となり、講演者の満足度が昨年度より高評価を示した割合が20%減少しました。オンライン形式での開催が2年目となったことや、Breakout Workshopもオン

ライン形式となったこと、また懇親会も開催を見送ったために、専門家同士でディスカッションできる機会がなくなったことに対して、次回への期待を寄せる声が多くござ

いました。今後は、どのような開催形式でも、より専門家の満足度を高めるためには、ディスカッション機会の場を提供することが求められております。

2．ディスカッション機会の創出
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 SIP-adus ウェブサイトについて

例年、SIP-adusウェブサイトへのアクセスは、Workshopの開催前後の期間に集中しておりました。本年度は、ニュースレター及びWorkshopの案内等、定期的なメール

配信を実施した結果、例年はウェブサイトへのアクセスが少ない時期にもアクセスがあり、その有効性が検証できました。今後もニュースレター等の配信を定期的に行

い、またその内容もメール受信者のニーズに即したものとなるよう検討し、ウェブサイトへのアクセス数の更なる向上を目指します。

1．サイトアクセス数の向上

SIP-adus Workshop 2021開催までの期間に、日刊自動車新聞社への積極的な働きかけや、米国フロリダ州経済開発局との連携、自動運転関連団体等との連携に

よりさまざまな団体よりメールマガジンを発出しました。その結果、Workshopを知ったきっかけとして、Workshop参加者全体の15%が「自動運転関連団体のメルマガ」と

回答、4%が「ニュースリリース・自動運転関連ウェブサイト」と回答し、多方面からの情報発信に一定の効果があったと考えられます。

一方で、SIP-adus ウェブサイトが、自動運転関連の情報発信ツールとして更なる役割を担うためには、一般の方がより情報を受信しやすいFacebookやTwitterなどの

SNSを活用した情報発信や、社会的受容性創出のためのイベントと連携した情報発信をより一層進めることも、今後重要になると考えられます。

2．情報発信/社会受容性創出イベントとの連携

４．結び
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